












Network of Exchange for Students and Youths（JENESYS）プログラム」（外務省）が復活
し、2014 年“日本語パートナーズ”派遣事業（国際交流基金アジアセンター）が始まっ
た。この事業では「学びあい、成長し合う、アジア」を謳っている。これに先立ち、「大








































































   ……例の列挙（略）……





   というふうに他者を原因にする発言が続いた。ところが一人の学生が、
S ： 「わたしたちがマレーシアを紹介してもらえるように、マレーシアのいいポイン
トをアピールしていない。」
   と発言の中で『わたしたち』ということばを使った。
S ： 「えっ。何をアピールしていいかわからない。」
S ： 「ああ、わたしたちがマレーシアのことを知らない。」
   やがて、発言は自分たちに原因を求めるものになる。そして、
S ： 「わたしたちがマレーシアのこと知らなきゃ、話せない。」
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